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写真(上)災害当時

(下)復旧後

鈴
田
大
井
手
地
区

12月のメ

23日=モータ{ボートレース示 3節
(Z7日まで)

昭和初年;度冬期技術家庭科;講習会
( 1月7日まで)

少年リーグー研修会(9時30分 中 央 公
民舘〉
ZB日=惹押財産公売
?8日=御用納め、年末警戒

ニーと 公

震 52重
大十十号否
認票貢子産
実ら来。E

s t三
体でー な 四 三
重起す月 おー
レ以、品方

子主爵畠 法
。当限の 衣公

霊:喜望類質そ札
耳処の、

言霊長zz塁
)は物年点

モ

(一〉

市
内
鈴
田
大
井
手
地
区
の
農
地
は
昭
和
三
十

二
年
七
月
二
十
五
日
の
水
害
で
約
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
埋
没
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
用
水

路
も
で
き
あ
が

b
、
災
害
前
よ
り
立
派
に
な

っ
て
い
ま
す
。

流
質
物
の
公
売

国
‘定

資

産
‘脳

内

四

期

分

国
民
健
康
保
険
税
十

一
月
分

系

計

量

器

に

昭
和
三
十
七
年
二
震
側
の
メ
ー
ト
ル
法
完
全
実
施
一
く
な
り
ま
す
。

6
月

一

窓

会

メ

l
一に
悪
影
響
を
お
よ
ほ
し
て
お
り
ま
一
そ
乙
で
ご
の
よ
う
な
計
量
器
産

勾

ト

ル

系

計

議

室

一す。

一周
し
て
お
ら
れ
る
人
は
、
号
、

J
用
(
併
用
目
盛
の
ら

一
こ
の
よ
う
に
日
差
活
に
お
け
る
百
錨
ぞ
抹
消
す
る
か、

新
し
い
計

L
2
8
)が
で
き
言
語
念
の
欠
如
が
大
き
な
支
障
一
量
器
に
買
い
替
え
る
か
し
な
け
れ

市
な
く
な
る
と
い
う
こ
一
に
な
っ
て
い
る
と
と
が
実
情
の

よ

正

す

ま
せ
ん
。
も
し
昭
和
三
十

扮

と
は
た
び
た
び
市
政
一
う
で
す
。

一
七
年
一
月
百
か
ら
前
に
迎
会

主
だ
よ
り
な
ど
で
お
知
一
現
在
宅
使
用
さ
れ
て
い
る
併
用
一
よ
う
な
計
量
器
を
使
用
し
て
お
ら

時
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
吉
盛
の
つ
い
た
計
量
器
を
も
っ
て
石
ま
す
と
計
量
法
違
反
に
間
わ
れ

耳
が
、
ま
だ
完
全
統
二
い
る
た
め
、
や
や
も
す
る
と
乙
れ
一
ま
す
の
で
、
各
業
者
の
か
た
が
た

と
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
。
一
巻
使
い
が
ち
に
な
り
、
メ
ー
ト
ル
一
も
一
般
消
費
者
も
メ
ー
ト
ル
法
完

家
庭
に
お
り
る
メ
ー
ト
ル
法
化
が一
法
完
全
実
施
そ
遅
ら
せ
る
原
因
と
一
全
統
一
に
努
力
さ
れ
ま
す
よ
う
お

お
く
れ
て
い
る
た
め
、
買
物
客
が
一
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一願
い
い
た
し
ま
す
。

尺
貫
法
、
ヤ
ー
ド
、
ポ
ン
ド
法
に

一併
用
目
盛
の
計
量
器
は
い
よ
い
よ
一

一

一

(

商

工

水

産

課

)

よ
っ
て
注
文
す
る
傾
向
が
あ
り
、
一
来
年
一
月
一
日
か
ら
使
用
で
き
な
一
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と
ろ
で
は
ま
だ
歩
行
者
は
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
悪
い
の
は
一
、
二
種

の
バ
イ
ク
で
横
断
中
の
歩
行
者

の
闘
を
ぬ
う
よ
う
に
し
て
走
っ

て
い
る
。

来
年
ーー一一“畠

非

@ 

減
ら
な
い
駐
車
違
反 月

か
ら
使
用
で
き
な
い

メ

ノレ

ム
低
学
年
の
学
童
は
よ
く
守
っ
て

い
る。

①
歩
行
者
保
護
の
徹
底

ム
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
し

て
あ
る
と
と
ろ
で
は
よ
く
守
ら

れ
て
い
る
が
、
施
設
が
お
い
と

車
両
の
通
行
区
分

の
遵
守
状
究

飲
酒
運
転
は
増
加
の
傾
向

川

-izJ--EE--=-2・J

新
レ
い
道
一
別
項
の
と
お
り
指
摘
さ
れ
て
い
ま

付

句

沼

μ
川
路
交
通
法一

す。

川

行

h
に

山

は
昭
和
三
一
な
お
、
市
内
で
は
本
年
一
月
か

白
山
山
V

川

一ら
十
一
月
末
ま
で
百
二
十
八
件
の

陣
地

4
q
川
十
五
年
十
一

ー
サ
A

〉

山

一

事
吹
か
括
生
し
、
こ
の
う
ち
死
者

山
+
玄

h
u
川
二
月
二
十
一

-
H
M
G
川

土
ハ
名
、
傷
者
百
二
十
二
名
で
、
乙

Z
E

川
目
施
行
さ
一

"
唱
潤
明
同
州
一
れ
ら
の
数
多
く
の
人
た
ち
は
入
院

交

1
1て
か
ら
治
療
の
ま
ま
越
年
さ
れ
る
と
い
う

佐

年

山

一
年
間
に
一
お
気
の
毒
な
遣
に
あ
ら
れ
る
乙

H
U
.
川
な
り
ま
す
一
と
は
残
念
な
と
と
で
す
。

i

l

-

-

川
M

刈

‘
，

川
新
法
の
狙
一
今
後
法
規
を
良
く
守
り
、
良
く
実

い
ん
と
し
て
-
川
長
一
貯
つ
ぎ
の
と
一

C、
悲
惨
な
交
通
事
故
丑
防
止

お
り
で

τ、
明
る
い
社
会
、
明
る
い
家
庭

①
歩
行
者
の
法
皇
室
歩
行
者
五

つ

6あ
げ
て
も
ら
い
た
い
と

の
保
護

一

思

い
ま
す
。

②

交

通

の

円

滑

化

一

・

=

2
・

③

踏

切

事

故

の

防

止

一

一ル

指

摘

事

項

川

④
酒
気
を
帯
び
て
の
運
転
禁
止
一
訓

2
2
2司

J
E
S
-
-
5
・zi--ts川

⑤
麗
用
者
の
麓
務
な
ど
で
す
。

一

全
国
的
、
ま
た
は
県
内
で
義
一
①
歩
行
者
の
法
令
遵

に
規
定
さ
れ
た
乙
と
を
守
ら
な
か
一
守
状
究

っ
た
り
、
不
注
意
が
原
因
と
な
っ
一
ム
全
般
的
に
は
従
前
じ
く
ら
べ
よ

て
多
く
の
交
通
事
故
が
高
生
し
て
一
《
な
っ
た
が
、
ま
だ
老
犀
、
中

い
ま
す
が
、
そ
の
不
注
意
の
点
が
一
年
者
の
遵
守
状
態
が
よ
く
な
い

の

納

期

限

は

十

二

月

二

十

八

日

で

す

。

早

目

に

納

入

し

て

く

だ

さ

い

。

直〉
ム
市
街
地
や
主
要
道
路
で
は
比
較

的
良
く
守
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
の
場
所
で
追
越
し、

追
越

さ
れ
る
場
合
、

法
令
必
遵
守
し

な
い
例
が
多
い
。

④

道

路

幅

員

の

確

保

状
羽

ム
商
庖
街
、
市
場
、
交
叉
点
、
曲

角
な
ど
に
お
い
て
は
ま
だ
違
反

駐
車
が
多
い
。

ム
道
路
上
の
作
業
工
事
、
建
築
物

件
の
放
置
、
商
品
棚
の
突
き
出

し
、
看
板
類
の
放
置
等
が
ま
だ

良
好
で
な
い
。

⑤ 

踏
切
で
の
一
時
停

止
の
状
羽

の
き
く
と
と
ろ
で
守
ら
な
い
の

が
多
い
。

ム
バ
イ
ク
、
二
輪
車
で
、
見
通
し

① 

酪
町
運
転
、
酒
気
お

び
運
転
の
状
羽

ム
新
法
施
行
時
は
一
時
急
激
に
減

少
し
て
い
た
が
、
則
日
が
た
つ

に
つ
れ
て
増
加
の
傾
向
を
示
し

て
い
る
。

⑦ 

雇
用
者
等
の
義
務

の
遵
守
状
削

ム
小
企
業
が
依
然
と
し
て
無
関
心

で
あ
る
。大 大
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初
日
か
ら
小
児
マ
ヒ
の
予
防
接
種

新
規
申
込
み
も
受
付
け

十
一
月
中
旬
に
実
施
し
た
小

児
マ
ヒ
の
ソ
l
ク
、
ワ
ク
チ
ン

(
注
射
)
に
よ
る
予
防
接
種
の

第
二
回
目
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実

施
い
た
し
ま
す
。
乙
の
予
防
接

種
は
三
副
接
種
し
な
い
と
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
創
出
は
二
回
同
か
、
第
一

回
目
接
種
か
ら
約
四
週
間
後
、

三
回
目
は
二
回
目
の
接
種
か
ら

約
七
力
月
後
に
接
種
し
、
そ
の

後
は
一
年
ご
と
に
、
追
加
免
疫

の
た
め
の
接
種
を
行
な
い
ま
す

乙
の
た
び
の
該
当
者
は
、
十

一
月
中
旬
に
接
種
し
た
か
た
の

第
二
回
を
実
施
し
ま
す
が
、
三

回
目
ま
た
は
二
岡
田
の
接
種
が

済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
い
ま

す
ぐ
保
険
衛
生
謀
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ム
実
施
制
、
場
所
、
時
間

ム
十
二
月
二
十
日

一
時
J
三
時

ー
「
じ
い
さ
ん
や
、
明
日
は
年
の
と
う
ち
ゃ
ん
は
死
ん
だ
げ
な
る
の
で
す
。
つ
ま
で
た
っ
て
も
、

乙
の
思
恵
川

川
金
ば
も
ら
い
に
「ワ
¥
日
ば
い
」
あ
そ
乙
の
か
あ
ち
ゃ
ん
も
、
乙
そ
の
ほ
か
、
ケ
ガ
を
し
て
不
を
う
付
る
乙
と
は
で
ま
ま
せ
ん
川

川

「
と
き
に
は
ぶ
つ
ぶ
つ
い
い
な
ま
か
子
供
は
か
か
え
て
、
い
ま
具
者
に
な
っ
た
き
も
、
体
の
自

そ
乙
で
考
え
ら
れ
た
の
が

山
が
ら
保
険
ば
納
め
た
と
き
も
あ
か
ら
ひ
ど
か
た
い
。
」
由
が
き
か
な
く
な
る
病
気
を
し
「
納
入
組
合
」
と
い
う
組
織
な
の
川

川
っ
た
ば
っ
て
ん
、
今
に
な
れ
ば
不
毒
に
し
て
、
乙
ん
な
と
き
に
た
と
き
も
、
年
金
は
も
ら
え
る
で
す
。
一
人
一
人
で
は
納
め
に
川

…
ほ
ん
と
に
良
か
っ
た
っ
て
思
う
「
ば
ョ
て
ん
、
国
民
年
金
の
の
で
す
。
く
い
保
険
料
も
、
町
、
部
落
で
川

川
は
い
。
」

L
i
r
-
a
r
-
a

ま
と
め
て
納
め
る
よ
う
に
す
る
川

…

皆

さ

ん

、

こ

れ

は

警

で

は

国

民

年

金

保

険

料

を

と

案

外

納

め

や

す

い

も

の

で

す

山

…域内部

2
2

納
め
や
す
く
す
る
に
は
れ
説
明
刊
誌
紅
一

五
で
も
、
隣
の
一家
で
高
か
れ
保
険
料
ば
か

Z
っ
た
け
ん
、
で
も
、
乙
の
年
金
を
も
ら
う
償
金
と
し
て
組
合
に
交
付
し
ま
山

山

る

言

葉

な

の

で

す

。

母

子

年

金

ば

も

ら

わ

る

る

と

げ

に

は

、

や

は

り

か

付

金

を

し

な

す

。

山

』
若
い
と
き
に
、
か
付
金
を
し
な
ば
い
」

'

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
入
組
合
に
つ
い
て
く
わ
し
川

…
で
さ
え
お
け
ほ
F
年
を
と
っ
て
そ
う
で
す
。
一
家
の
大
黒
柱
か
げ
金
を
す
る
の
が
大
へ
ん
い
と
と
は
福
祉
事
務
所
か
出
張
川

川
か
ら
、
だ
れ
で
も
年
金
は
も
ら
に
死
な
れ
た
と
き
、
残
さ
れ
た
だ
か
ら
と
い
っ
て
滞
納
し
て
い
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

山

川
え
る
の
で
す
。
「
あ
す
乙
の
家
母
子
の
か
た
も
年
金
が
も
ら
え
の
で
は
、
わ
た
し
た
ち
は
い
(
福
祉
事
務
附
)

川

(
市
保
険
補
生
課
)

ム
十
二
月
ご
十
一

日一

時
三
十

分

t
一ニ
時
(
市
立
病
院
)

ム
十
二
月
二
十
二
日一

時
t
三

時
(
竹
松
出
眼
所
)

ム
料
金
既
設
者
の
昭
和
三
十

六
年
度
の
市
民
和
額
が
均
等

割
以
上
(
五
百
円
以
上
)
の

か
た
は
二
百
七
十
一
円
、
均

等
割
の
か
た
は
六
十
八
円
、

非
誹
税
者
は
無
料
で
す
。

ム
涌
知
蘇
当
者
に
は
個
人
通

知
票
や
送
付
し
ま
す
の
で
、

当
日
、
通
知
田
町
と
母
子
手
帳

争
ど
持
参
ね
が
い
ま
す
。

ム
新
規
凶
込
み
は
件
後
六
カ
月

か
ら
前
一一
一
才
(
三
十
三
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
出
正

児
)
の
幼
児
で
、
ま
だ
一
回

も
接
種
さ
れ
て
い
な
い
か
た

は
、
今
回
の
予
防
接
麗
で
接

種
い
た
し
ま
す
の
で
十
二
月

十
六
日
(
土
)
ま
で
宿
接
保

険
衛
牛
課
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
ω

(

ワ
ク
チ
ン
確
保
の

都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
込

期
目
安
厳
守
し
、
早
自
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
)

(
保
険
衛
生
訓
)

成人式には

平素ι服装で
111 CJ 口口む.

当乙例会
者と役は大

宝章 雲主語
び合で月連
接 せつ六合

、 ぎ 日 婦
者 該の定 人

の
協
力
巻
要
望
す
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。

毎
年
一
月
十
五
日
行
な
わ
れ
る

成
人
式
に
出
席
す
る
人
た
ち
の

服
装
し
か
派
手
に
な
っ
て
い
く
傾

向
が
あ
る
の
で
、
お
互
い
に
自

粛
し
、
平
素
の
服
装
の
ま
ま
で

出
席
す
る
よ
う
呼
び
か
け
関
係

者
の
協
力
希
求
め
る
。

(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

市
の
人
事
異
動

十
二
月
五
日
付
で
つ
ぎ
の
と
お

り
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
じ
た
。

ム
市
立
病
院
庶
務
係
長
山
口
久

(財
務
幹
勤
務
)
(
庶
務
課
}



(才303号)

国
保
被
保
険
者

の
異
動
な
ど

②つ
生ぎ
活 の

袋署
法 は
の 必

湾手
主念日
受以
け 内
た に
時 届

謀
丈工 く

ミだ
たf"d
つu、
福
長保
J人力、

五急
出 会

時
現 入

ビレ
2忌
烹差
f丑は
屠本
主 宕
の際

環
~ j昌
子Jし
ほた
世 時
ヤ司ィ ，岬司、

孟本
お 宮
よ 1'I"

gT 
員嬉
句 ~

若爆
音共

C9~ 
喜日

程健

民問
屋特
課国

保

(二)

昭
和
三
十
六
年
十

一
月
末
日
ま

で
の
赤
痢
発
生
状
況
と
昨
年
同

期
ま
で
の
発
生
状
況
の
対
比
は

下
表
の
と
お
り
で
す
が
、
わ
た

し
た
ち
が
ま
ず
疑
問
を
も
っ
点

は、

普
油
赤
痢
と
い
う
と
夏
期

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は

冬
期
に
発
庄
率
が
高
い
の
に
誰

も
首
を
か
し
げ
る
止
思
い
ま
す

と
と
ろ
が
そ
の
原
因
は
な
に
か

と
い
い
ま
す
と
、
ま
ず
夏
期
に

く
ら
べ
て
、
各
人
の
衛
生
に
関

す
る
全
般
的
な
意
織
が
低
下
す

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
の
で
す
。

具
休
的
ド
の
べ
ま
す
と
、
つ
ぎ

の
と
と
が
ら
券
夏
期
と
変
ら
な

い
よ
う
、
予
防
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
と
い
う
乙
と
で
す
。

りよ大村市政だ

予
防
心
得

①

媒
介
生
物
の
駆
除

(
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ

ミ
な
ど
)

媒
介
生
物
の
様
息
状
態
は
総
体

的
に
夏
期
に
く
ら
べ
る
と
、

確

か
に
低
い
よ
ろ
で
す
が
、

冬
で

モ
暖
か
い
と
と
ろ
(
た
と
へ
ば

台
所
、
縁
先
な
ど
)
に
は
多
数

〈毎月1日.10日.20日発行〉

の
ハ
エ
が
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活

と
密
接
な
関
係
の
あ
る
調
理
場

に、

冬
あ
越
ヲ
ハ
エ
が
た
む
ろ

し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

と
と
ろ
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
退
治
す
る
乙
と
を
怠
っ

て
い
ま
す
。

~主食追加治It '3赤痢歯の主義匂佐久
(神高む陸時.31)) 

貯若え濫良
。

O' -10 27 5 

すし(鮪) 3 3 4ト 5 
;(f 排 3 4 5 10 
h ま1""、こ 4 5 ワ 十

尺 ，3，'う 5" 9 9 十

牛 孔 5 7 10 14-
~ b、ん 3" 4 7 12 
?ど、ん 4 ワ 10 12 
/、。 〆 9 + 14- 十

た 4あん 9 10 14- 十

野 来 10 14 14- 十

め fレ 10 14- 14 十

表:豆 10 12 14- 十

すaゎ 十 十 + 十

午Z、E定府 十 + + 1J 14 十 十

①
手
洗
い
の
励
行

赤
痢
菌

は
あ
る
一
定
の
湿
度、

温
度
を

も
っ
て
件
裂
し
な
が
ら
繁
殖
し

て
ゆ
き
ま
す
o

E

冬
に
も
多
い
赤
痢
の
発
生

夏
と
同
様
に
手
洗
い
の
励
行
が
大
切

し
か
し
生
存
回
数
は
別
表
(
各

種
食
品
上
に
お
け
る
赤
痢
菌
の

生
存
回
数
)
で
わ
か
り
ま
す
よ

う
に
、
温
度
が
さ
が
る
ほ
ど
庄

存
日
数
が
長
く
な
る
の
で
す
。

つ
ま
り
寒
く
な
っ
て
も
赤
痢
菌

は
死
ぬ
ど
乙
ろ
か
、
か
え
っ
て

ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
乙
で
わ
た
し
た
ち
は
冬
で
も

菌
は
お
る
と
い
う
事
実
を
認
め

観
光
事
業
研
究
論
文
募
集

観
光
事
業
の
確
立
と
振
興
を

は
か
る
に
は
、
学
術
的
な
基
融

研
究
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
研

究
争
奨
励
す
る
た
め
日
本
観
光

協
会
で
つ
ぎ
の
要
綱
に
よ
り

「
観
光
事
業
研
究
論
文
」
を
広

く
全
国
一
般
か
ら
募
集
し
て
い

ま
す
。

ム
論
文
内
容
観
光
に
関
す
る

一
切
の
研
究
(
例
H
観
光
原
理

観
光
経
済
、
観
光
信
政
等
)

ム
嵐
稿
枚
数
回
百
字
詰
原
稿

用
紙
五
十
枚
以
内
(
他
に
二
枚

程
度
の
梗
概
添
付
を
要
ず
)

昭和 5ι年 12)月10日
(昭和33年4月zz日第三種郵便物認可〉

ム
募
集
締
切
れ
昭
和
三
十
七
年

一
月
末
日

ム
賞
最
優
禿
賞
運
輸
大
臣
賞

(副
賞
五
万
円
〕
優
禿
賞

日

本
観
光
協
会
畏
賞
{副
賞
三
万

円
)
優
持
賞
観
光
事
業
研
究

会
長
賞
(
副
賞

d

ニ
万
円
)

A
授
賞
式
な
ム
び
.に
講
演

会

昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
三
日

朝
日
新
制
杜
講
堂

ム
論
文
浩
付
先

応
接
論
文
に

は
住
的
、
氏
名
、

一明
属
職
名
を

明
記

ι上、
東
京
都
千
代
田
区

丸
ノ
内
一
ノ
一
国
際
観
光
会

館
内
「
日
本
観
光
協
会
内
国

部
」
あ
て
送
付
の
乙
と
。

る
と
と
も
に
、
手
洗
水
が
冷
た

い
か
ら
手
洗
い
が
、
お
っ
く
う

に
な
り
ま
す
が
、

夏
と
同
様
に

手
洗
い
の
励
行
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

③ 

環
境
の
清
潔
と
消

毒
施
行

ω
環
境
の
清
潔
H
家
屋
内
の

掃
除
、
ゴ
ミ
の
処
理
、
溝
、
下

水
の
掃
除
な
ど
を
よ
く
し
て
、

結
核
検
診
に
は
一
人

も
れ
な
く

本
庁
西
大
村
地
区
の一

一般
住

民
を
対
象
と
す
る
、
結
核
検
診

を
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に
よ
り
、
巡

回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

師
定

の
月
で
、

な
に
か
と
、

忙
が
し

い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

み

な
さ
ん
が
知
ら
な
い
ま
に
、

侵

か
さ
れ
る
結
核
を
完
全
追
放
す

る
た
め
、

該
当
者
は
も
れ
な
く

受
診
さ
れ
る
よ
う
お
ね
が
い
し

ま
す
。な

お
、

結
核
の
家
庭
調
査
に

も
と
ず
き
、
個
人
通
知
票
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
が
、
通
知
票

が
来
な
い
か
た
も
、
該
当
者

(
年
に
一
度
結
核
検
診
を
受
げ

な
い
人
H
事
業
所
、
会
社
、
学

ネ
ズ
ミ
な
ど
が
は
び
乙
ら
な
い

よ
う
に
す
る
乙
と
で
す
。
乙
れ

ら
の
作
業
は
寒
く
な
る
と
怠
り

が
ち
に
な
り
や
す
く
、
や
は
り

夏
と
変
ら
な
い
よ
う
注
意
し、

環
境
の
清
潔
に
つ
と
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん。

ω
消
毒
H
前
に
説
明
し
ま

し
た
よ
う
に
冬
に
な
っ

て
温
度

が
下
る
と
菌
の
生
存
期
闘
が
長

く
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
や
は

校
な
ど
で
受
け
な
い
人
)
で
あ

れ
ば
当
日
受
付
に
申
込
ん
で
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

(保
険
衛
生
課
)

結
綴
検
診
の
日
割

月
日
(
時
間
)
場
所
H
参
集
地

区
の
順

ロ
月
日
日

(
9
1
m
-
m
)
古

町
住
宅
公
民
舘
H
古
町
五
区

(日・

m
l
U
)
同
H
古
町
六

区
、
古
町
住
宅
(
1
・
m
l
4
)

山
一
修
理
工
場
前
日
上
、
下
杭

出
樟

ロ
月
凶
日

(
9
t
u
・
却
)
新

城
入
口
H
新
城

(
1
1
2
)
正

法
寺
前

H
辻
田
町

(
2

・ω
t

4
)
親
和
銀
行
支
庖
前
H
昭
和

通四
月
四
日

(
9
1
m
)
検
量
的

(十Ht2週内及4ι得

プ
一
一

」

7

一一

7
千
平

十

孔

「

b
F
O

A
川

紳
助

足、協武た何
パ

ね
例上亦

8910111己

安
く
な
る
保
険
料

謹
合
婦
人
舎
が

「
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
」
に

三
万

H

国

民

年

金

の

前

雨

制

度

消
村
市
連
合
婦
人
会
で
は
、

F
I

「語
末
た
す
付
あ
い
運
動
」
に
協

悶
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
納
め
す
で
に
十
一

月
末
日
ま
で
に
前

力
す
る
た
め
、
去
しる
二
日
。
泥
か

る
と
と
が
原
則
で
す
が
、
一

時
の
納
さ
れ
た
か
た
が
十
三
名
お
ら
れ

ぶ
ら
hqを
催
し
ま
レ
た
が
、
そ
の

収
入
が
あ
っ
た
時
な
ど
に
ま
と

め

ま

す

。

収

益
金
三
万
九
百
六
十
円
帯
十
二

て
前
納
す
る
と
、

左
表
の
と
お
り
そ
の
内
訳
は

月

七

日
歳
未
た
す
け
あ
い
募
金
に

大
分
安
く

な

り

ま

す

。

全

期

完
納
者

五

名

寄

付
し
ま
じ
た
。

前
納
さ
れ
る
か
た
は
市
福
祉
事

十
年
間
前
納
者

一
名

市

連
合
婦
人
会
は
た
す
け
あ
い

務
所
か
出
振
所
に
国
民
年
金
手
帳

一年
間
前
納
者

七

名

運

動

の

一
勘
に
寄
付
が
で
き
た
こ

を
持
参
し
前
納
申
込
み
を
し
て
く
で
あ
り
ま
す
。
と
は
-
般
の
み
な
さ
ん
の
ご
悩
力

だ

さ

い

。

(

福
祉
事
務
所
)
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す

7 6 4 5 3 

荷き

2 月 4

知1・

とのる庄 な 年 十 (1) ④窒消 り
同 で乏 活 ど 会 二 食 食食炉 建 差
時 、、がか、 ~生 口生レ

?長三露会室ぢーおゐ活存 芸名
i 全 う 陣 れにス月 a: 管 の れ の 毒

な ぶ害限 な マ Sこ亭理注ば 消 、
上 ん を界 り ス な'汀 音な 毒浮き
水注起 以ま、 る 忠り岐-
3主意 し 上 す 新 と とま埜下

き oす ま に 。年 、 せ力水
列る す と 食 会 忘 んにの

んた そ と り 料 か 食そ~ 食 ては
主 と 食 の お 物 理 れ (2)べしらさ三宅
王 整品完 し シ と て 食 る て ん 争 た 否

理 は 全 て亦か、品乙、でとさを
を 食 に食 は 、持 のと主 買 きい懲
し 品 無 ベ 、自つ 管 で冶うは ま
て 棚 詣るか宅て理すベよ、 ま な

言 お な校となれ 帰 、。くう 清 たい
き ど態とら 料 つ 視 加に潔生よ
まににで手 理 た 事 熱しなもう
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前納した場合の保険料紙( )内は割引される額

40 

151 

20 

35 

30 

10 

受5

2 

注
H
満
二
十
才
の
人
が
全
期
分
を
前
納
す
る
場
合
は
六
万
三
千

円
の
保
険
料
が
三
万
九
千
四
百
六
十
円
割
引
さ
れ
て
、
二
万
三

千
五
百
四
十
円
納
め
れ
ば
よ
い
乙
と
に
な
り
ま
す
。

前納初付期者間年令 1 1 年 1 0年 全 期

iiJげ|(30) I (2，690) I (39.460) 

(1j，1〉10 ，B3〕101| 13，86〉0 
0) I (2， 690) I (33， 140 

1〔.3101)U 33)01| 14，4O0〉0 
70) I (26，60 

(4， 030) 1 (20，14 

(4，1303，30〕70 1| (131，185，105)0 

(1，470〕60 148，8〉00 
(4，030 aJ.QQ 

ロ
月
四
日

(
9
1
m
・
却
)
乾

馬
場

(
m
-
m
t
U
)
杭
出
津

三
区

(
1
1
4
)
hq
四
区

な
お
用
紙
は
用
意
し
て
お
り
ま

一

す
か
ら
不
明
の
点
な
ど
に
つ
い

て
は
福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

改
定
事
項

四
入
者
乙
え
る
宋
請
求
の
未

成
年
の
子
女
が
あ
る
乙
と

ム
提
出
書
類

ィ、

戸
籍
謄
本
(
昭
和
三
十

七
年

一
月
以
降
務
行
の
も

の
)

ロ
、
思
給
証
書
ま
た
は
写

ハ
、
請
求
書
、
そ
の
他
合
福

祉
事
務
所
に
用
意
)

増
加
恩
給
一
月
か
ら
、

改
定
支
給

前
H
西
小
路
(
叩
・

ω
I
U
)

公
民
舘
H
松
山
‘旧
廠
内
(
1
・

m
1
4
)
ク
ラ
ブ
前
H
古
賀
島

ロ
月
初
日

(
9
1
m
)
町
総
代

宅
前

u古
町
市
営
ア
パ
ー
ト

(日・

ωlu)
市
病
伝
染
病

棟
前
H
松
並
二
〈

U
-
m
J
4
)

西
大
村
中
正
門
前
H
松
並
一

【
以
下
は
保
健
所
で
実
施
分
】

児
月
日
日

(9tm)
大
佐
古

(
m
i
n
)
水
田

(
1
i
4
)

水
田
二
区

増
加
恩
給
は
従
来
の
対
家
人

員
の
四
人
ま
で
の
制
限
巻
撒
腐

し
未
請
求
の
未
成
年
の
子
女
の

数
に
応
じ
、
昭
和
三
十
七
年
一

月
分
か
ら
改
定
に
よ
る
支
給
を

す
る
と
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
請
求
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
提
出
先

(梢
求
者
よ
り
直
接

も
至
急
提
出
し
て
〈
だ
さ
い
。

送
付
の
乙

と

)

(

福
祉
事
務
所
、
協
病
軍
人
会
)

ィ、

総
盟
府
恩
給
局
長

(東

ご
み
手
数
料
の

京
都
千
代
田
区
鎧

(
か
す
納
期
は
お
日

み
)
ケ
関
ニ
ノ
一
一
)

昭
和
三
十
六
年
度
付
物
処
理

(
福
祉
事
務
所
、
傷
病
軍
人
会
〉

手
数
料
館
三
期
分
(
十
、
十

一

思

本
年
九
月
二
十
日

十

二
月
分
)
の
納
期
限
は
十
二

噂

山

発
行
の
市
政
だ
よ

月

二
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す

例

制

り
で、

旧
軍
人、

の
で、

お
わ
す
れ
な
く
六
月
十

治

北

軍
属
等
の
加
算
年
五
日
付
発
付
の
納
額
告
知
奮
を

引

制

復
活
の
お
知
ら
せ

と
持
参
の
弓
え
、
市
章

一あ
る

金
手
を
い
た
し
ま
し
た

い
は
近
く
の
出
帳
所
に
納
め
て

年

の
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。
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